
建 設 環 境 委 員 会  

  令和７年第１回定例会  

 

 

庶務報告  
 １ 議案関係 

［都市整備部］  

（１）令和６年度葛飾区一般会計補正予算（第６号）について（調整課長） 

２ 一般 

  [環境部] 

（１）「ゼロカーボンシティ特別区」に向けた取組について  （環境課長） 

（２）地域間連携による森林整備事業について            （環境課長） 

［都市整備部］ 

（１）（仮称）葛飾区移動等円滑化促進方針の案について   （調整課長） 

（２）木造住宅耐震助成及び液状化対策助成について     （建築課長） 

（３）新小岩公園再整備事業の進捗について                （公園課長） 

               



 

 

 

 

令和６年度 葛飾区一般会計補正予算（第６号）について 

道路補修課 

道路橋梁改良（青戸七丁目道路用地） 

 

〈案内図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会関係庶務報告Ｎｏ.１ 

都 市 整 備 部 

令和７年２月１７日 

〈平面図〉 

青戸七丁目 

用地取得基金からの取得 

× 



道路建設課

＜案内図＞

東京都市計画道路事業幹線街路補助線街路第138号線(南水元西)

①

南水元

一丁目

新宿

六丁目



道路建設課

東京都市計画道路事業幹線街路補助線街路第138号線(南水元西)

平面図①

用地取得済箇所

土地開発公社からの取得

南水元一丁目
15

南水元一丁目
16



道路建設課

＜案内図＞

東京都市計画道路事業幹線街路補助線街路第279号線(高砂)

①

高砂八丁目

高砂七丁目 柴又

一丁目

柴又

二丁目



道路建設課

東京都市計画道路事業幹線街路補助線街路第279号線(高砂)

平面図①

用地取得済箇所

土地開発公社からの取得

高砂七丁目
14

高砂七丁目
15
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「ゼロカーボンシティ特別区」に向けた取組について 

 

                           環境課 

 

１ 概要 

  令和５年10月16日、特別区長会は「2050年『ゼロカーボンシティ特別区』の実現

 に向けた特別区長会共同宣言」を行うとともに、中小企業の脱炭素化への支援を効

 果的に進めること等を目的に金融機関（株式会社みずほ銀行、株式会社三菱ＵＦＪ

 銀行、株式会社三井住友銀行）と連携協定を締結した。 

現在、特別区全体で連携して「ゼロカーボンシティ特別区」の実現に向け、４つ

の連携方策に取り組んでいるところである。 

令和６年度の「ゼロカーボンシティ特別区」の実現に向けた取組状況について、

報告する。 

 

２ 取組状況 

（１）再生可能エネルギー電力利用の推進 

ア 目的 

  温室効果ガス排出量及び電力調達コストを抑制するために、公共施設への再

  生可能エネルギー電力の共同購入を実施する。 

  イ 取組内容 

    23区において勉強会や説明会を実施し、リバースオークション方式による調

  達手法や、各区の契約条件や施設種別などを踏まえたグルーピングについて検

  討を行った。 

  ウ 効果 

    本区を含めた10区において、リバースオークションを活用した再生可能エネ

  ルギー電力の共同調達に参加した。現在、令和７年４月導入に向けた準備を進

  めており、スケールメリットを活かした電力調達コスト抑制と温室効果ガス排

一般庶務報告Ｎｏ.１ 

環 境 部 

令和７年２月１７日 
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  出削減の同時実現を見込んでいる。 

  エ 今後の方針 

    再生可能エネルギー電力の共同調達による効果を23区で分析・共有すること

  で、今後導入する区や施設を増やし、利用促進を図る。 

 

（２）中小企業の脱炭素化の支援 

ア 目的 

  事業者向けの支援ノウハウを有する金融機関と連携し、中小企業の脱炭素に

  向けた取組を加速させる。 

  イ 取組内容 

    金融機関と連携して課題分析や検討を行い、中小企業の「エネルギーの使用

量、温室効果ガス排出量の把握・測定」、いわゆる見える化について、より一

層の支援に取り組む必要性を23区で共有した。 

  ウ 効果 

    令和７年２月７日、本区において中小企業向けの「脱炭素経営セミナー」を

  開催した。メガバンクや信用金庫など地域の金融機関、エネルギー調達支援企

  業と連携することにより、見える化をはじめとする脱炭素化の方策やアプロー

  チを示し、区内外の企業経営者の脱炭素に向けた意識を向上させた。 

    また、令和７年３月、他区においてもメガバンクと連携した中小企業向けセ

  ミナーを実施する。 

  エ 今後の方針 

    メガバンクと地域の金融機関との連携をより一層強化し、中小企業への支援

  を充実させる。 

 

（３）建物・住宅のＺＥＢ・ＺＥＨ普及の推進 

ア 目的 

  23区のＺＥＢ化の底上げ、知識レベルの向上を図るとともに、脱炭素に向け

  て区内事業者の技術向上を図る。 

  イ 取組内容 
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    23区のＺＥＢ公共施設において見学会を行うとともに、東京都主催の研修へ

  の参加や設計事務所によるセミナーを実施した。本区の清掃事務所においても、

  国や他自治体の視察を受け入れ、意見交換を行った。 

  ウ 成果・効果 

    各区が有するＺＥＢ公共施設に関する事例やノウハウを共有し、自治体や民

  間事業者における専門的な知識を有する人材の育成に寄与した。 

  エ 今後の方向性 

    環境部門に加えて特別区営繕主管課長会などとも連携し、ノウハウの共有を

  図る。また、ＺＥＢ化に係る財政負担の軽減策について検討する。 

 

（４）森林整備の取組による吸収量の確保・効果の把握 

ア 目的 

  23区がスケールメリットを活かして森林整備に取り組むことにより、二酸化

  炭素吸収量の確保を加速させる。 

  イ 取組内容 

    東京都と連携し、都内の区部と市町村が一体的に森林整備に取り組む「多摩

  の森」活性化プロジェクトの事業説明会を実施した。 

  ウ 成果・効果 

    本区を含む６区において「多摩の森」活性化プロジェクトに参加し、カー 

  ボン・オフセット事業に取り組んだ。 

  エ 今後の方向性 

    これまで各区が関係を築いてきた自治体における森林整備に加えて、「多摩

  の森」活性化プロジェクトを活用した事業展開について検討する。 

 

３ 今後の検討事項について 

  今後、４つの連携方策に加えて、ブルーカーボン※
  の実証研究や水素エネルギー

の活用など、23区全体のスケールメリットを活かした新たな取組テーマについて、

検討を進める。 

 

※ 沿岸・海洋生態系が光合成により二酸化炭素を取り込み、その後海底などに蓄積される炭素のことを、 

ブルーカーボンと呼ぶ。 
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地域間連携による森林整備事業について 

 

                           環境課 

 

１ 概要 

  令和５年７月31日に、本区を含む都内６区、６市町村及び東京都が連携して多摩

 地域の森林整備を進めるため、「多摩の森」活性化プロジェクト推進協議会を発足

 した。 

この度、地域間連携による森林整備事業等について、令和６年度の進捗状況を報

 告する。 

 

２ 連携事業 

（１）森林整備事業 

   多摩の森の整備及び保全に向けて、令和６年８月から12月にかけて測量及び間

 伐を実施した。 

  ア 所在地及び面積 

  檜原村南郷   約８ha（村有林） 

    あきる野市戸倉 約３ha（市有林） 

  イ ＣＯ２吸収量（見込み） 

 330t-CO2 

 

（２）現場体験事業 

   地域循環共生圏の考え方を踏まえ、奥多摩町や檜原村の森林を活用した林業体

 験や自然観察などのツアーを企画し、次のとおり実施した。 

都内６区から参加者を募り、本区からは167人の申込みがあり、53人の区民が

参加した。 

 

一般庶務報告Ｎｏ.２ 

環 境 部 

令和７年２月１７日 
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ア 令和６年度自然体験ツアーの実施内容 

 内 容 実施日 
葛飾区の割当て 

対象 申込数 参加者 

１ 
森林セラピー体験＆間伐材で作る

ヒノキの香り丸太＆数馬の湯入浴 

令和６年 

６月15日 
親子10人 46人 12人 

２ 
奥多摩森林セラピー散策とテラリ

ウム体験 

令和６年 

７月27日 
一般７人 32人 ７人 

３ 
森のガイドさんと、わくわくな探

検をしよう！  

令和６年 

10月５日 
親子10人 10人 ７人 

４ 
奥多摩森林セラピー散策とテラリ

ウム体験 

令和６年 

11月16日 
一般７人 42人 ７人 

５ 
スギの枝や葉でクリスマスリース

を作ろう！ 

令和６年 

12月21日 
親子10人 20人 10人 

６ 
冬の山でハイキングと山のお仕事

を体験しよう！ 

令和７年 

２月８日 
親子10人 17人 10人 

  合計 54人 167人 53人 

 

  イ アンケート結果 

項 目 主なご意見・感想 

ツ ア ー 全 体 
・山の空気や鳥の声、植物を通じてリフレッシュできた 

・参加者や地元の方と交流できてよかった 

プ ロ グ ラ ム 
・コンパクトながら充実していた 

・子どもと楽しく学べた 

学 び ・ 気 づ き 
・森林や水、環境について考えるよい機会になった 

・次世代を見据えて仕事をされている姿に感銘を受けた 

そ の 他 
・日帰りではなく、１泊２日でもよい 

・また訪れたいと思う 
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（３）木材活用事業 

令和７年１月24日から「小さな多摩の森を探そうフェア」を実施し、木材活用

 を通じて森林保全の機運醸成や本事業の認知向上を図った。 

  ア 森林を身近に感じられる書店でのイベント 

    都内大型書店（８店舗）において、書籍購入者に多摩産材を使用したブック

   カバーを配布するとともに、森林をテーマにした選書コーナーを展開し、森林

   保全の機運醸成を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 屋外広告の掲出 

    東京駅八重洲口に約６メートル四方の屋外広告を掲出し、本事業の認知拡 

   大を図った。 
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  ウ オンライン施策の実施 

    キャンペーン特設ＷＥＢサイトを公開し、森林体験コミックエッセイを掲載

   するなど、森林を身近に感じられる情報を発信することで、森林が有する様々

   な機能について幅広い年齢層・対象者への普及啓発を図った。 

 

３ 今後の予定 

  令和７年度の連携事業に向けて、森林整備面積や現場体験事業の実施回数の拡 

 大、多摩産材のノベルティなど木材活用について検討を進める。 
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木造住宅耐震助成及び液状化対策助成について 

 

                                 建築課 

 

１  概要 

  現在、 震災時の建物倒壊を防ぐこと による人命保護及び避難道路並びに輸送道路

の確保など、 大地震発生時の被害軽減及び迅速復旧が可能な災害に強い街の実現に

向け、 建物の耐震化及び地盤の液状化対策に取り 組んでいる。 また、 昨年の能登半

島地震では築年数の古い建物で倒壊等の被害が多く 見られたほか、 広い範囲で液状

化が起こり 、 建物の傾斜等の被害が生じた。  

このこと から、 より 一層の耐震対策強化を図るため、 令和７ 年度から実施予定の

耐震助成の一部及び液状化対策助成の改定について報告するものである。  

 

 

２  旧耐震基準の木造住宅への耐震助成 

近年の資材価格及び人件費の高騰による事業費の増加を踏まえ、 旧耐震基準（ 昭

和56年５ 月31日以前に工事に着手さ れたもの） の木造住宅の除却及び耐震シェ ルタ

ーの助成限度額を引き上げる。 なお、 補強設計・ 耐震改修及び建替えは令和６ 年度

から限度額を200万円に増額をしている。  

 

 
助成限度額 

令和６ 年度まで 令和７ 年度から 

除却 70万円 180万円 

耐震シェ ルタ ー 27万円 60万円 

  

 

 

一般庶務報告Ｎ ｏ . ２  

都 市 整 備 部 

令和７ 年２ 月１ ７ 日 



 2  

 

３  地盤の液状化対策助成 

  近年の資材価格及び人件費の高騰による事業費の増加及び液状化対策の一層の普

及促進のため、 助成限度額を引き上げる。  

   

 
助成限度額 

令和６ 年度まで 令和７ 年度から 

地盤調査 35万円 50万円 

液状化対策 90万円 130万円 

 

 

４  今後のスケジュール（ 予定）  

 （ １ ） 令和７ 年４ 月から実施 

 （ ２ ） 説明会・ 相談会、 区のホームページ、 広報かつしか等による周知 
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新小岩公園再整備事業の進捗について 

 

                                 公園課 

 

１  概要 

新小岩公園再整備に伴う 一部高台化については、 軟弱な地盤の改良が必要と なる

こと から、 土壌汚染対策法及び都民の健康と 安全を確保する環境に関する条例（ 以

下、 「 法・ 条例」 と いう 。 ） に基づく 土地利用の履歴等調査（ 以下、 「 地歴調査」

と いう 。 ） を令和５ 年度に実施し ている。 地歴調査の結果、 新小岩公園を開園する

前に操業し ていた工場が、 特定有害物質を使用し ている可能性があること が確認さ

れたため、 今年度、 法・ 条例に基づく 土壌汚染概況調査を実施し たと ころである。  

このたび、 調査結果がまと まったため、 今後の進め方と と もに報告するものであ

る。  

 

【 案内図】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般庶務報告Ｎ ｏ . ３  

都 市 整 備 部 

令和７ 年２ 月１ ７ 日 

西新小岩一丁目 

新小岩一丁目 

JR新小岩駅 

荒川 

中川 

西新小岩二丁目 

 

 

新小岩公園 

（ 葛飾区西新小岩一丁目１ 番３ 号）  

 面積 47, 484. 68 m2（ 現況）  
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２  土壌汚染概況調査結果 

 （ １ ） 土壌汚染概況調査 

今回の土壌汚染概況調査は、 新小岩公園が開園される前に操業していた工場が建

っていた地盤面（ 以下、 「 旧地盤面」 という 。 ） で行っており 、 調査の結果、 103

地点で基準値を超過した特定有害物質が検出された。  

なお、 昭和 60 年に新小岩公園を整備した際、 旧地盤面から 50 ㎝以上の盛土造成

を行っている。  

項目 基準不適合区画数 調査地点数 

溶出試験 

六価クロム化合物  mg/L ４ ５  

３ ０ ３  

水銀及びその化合物 mg/L １  

鉛及びその化合物  mg/L １ １  

含有試験 鉛及びその化合物  mg/L ６ ６  

合計 １ ０ ３ ※ 

※今後の詳細調査の結果により 区画数が変更する場合がある。 詳細調査と は、  

  土壌汚染深度（ どれく らいの深さ まで汚染さ れているか） を調査するもの。  

※複数の項目で基準不適合と なった箇所あり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 概要図】  
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（ ２ ） 地下水調査及び大気汚染調査 

土壌汚染概況調査の結果、 １ 区画で水銀およびその化合物が確認さ れたため、 地

下水調査及び大気汚染調査を実施し たが、 特定有害物質は検出されなかった。  

 

３  地下埋設物調査結果 

地盤改良の際に支障と なる埋設物を確認するため、 地下埋設物調査を行った結

果、 地中にコンクリ ート 構造物が確認さ れた。 そのため、 地盤改良の際に除却が必

要になる可能性がある。  

 

 

 

       

【 詳細図】  
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令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度 令和８ 年度 令和９ 年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

変
更
前

変
更
後

基本修正設計

盛土工事

実施設計

土壌汚染

概況調査

基本修正設計

土壌汚染

詳細調査

実施設計

土壌汚染対

策工法検討
地歴調査

地歴調査

地下埋設物

調査

地下埋設物

調査

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  今後の進め方 

令和７ 年度は特定有害物質が検出さ れた箇所の土壌汚染詳細調査を実施し 、 その

結果を踏まえて土壌汚染対策工法の検討を行っていく 。  

並行し て引き続き国の高規格堤防整備事業、 都のスーパー堤防等整備事業と の調

整を進めていく 。  

  

 

 

 

【 スケジュール】  

【 地下埋設物図】  


